
頁 変 更 後 現  行 

P65 イ 生活関連経路の設定 

生活関連経路Ⅰは，阪神芦屋駅と官公庁施設や福祉施設を結ぶ南北の経路を中心として，国

道２号，国道 43 号，県道奥山精道線，市道 216 号線などを設定します。 

また，市道 338-1 号線，市道 196 号線などを生活関連経路Ⅱに設定します。  

生活関連経路Ⅰの延長は約 2.3km，生活関連経路Ⅱの延長は約 1.3km です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：図中では，生活関連経路Ⅰを実線，生活関連経路Ⅱを波線で表示しています。 

また，経路を構成する道路については，歩道単位（片側歩道又は両側歩道）で表示してい

ます。 

 

イ 生活関連経路の設定 

生活関連経路Ⅰは，阪神芦屋駅と官公庁施設や福祉施設を結ぶ南北の経路を中心として，国

道２号，国道 43 号，県道奥山精道線，市道 216 号線などを設定します。 

また，市道 338-1 号線，市道 196 号線などを生活関連経路Ⅱに設定します。  

生活関連経路Ⅰの延長は約 1.9km，生活関連経路Ⅱの延長は約 1.2km です。 

 

（２）生活関連経路Ⅱの設定の必要性を検討する道路 

国道 43 号精道交差点においては，横断歩道と芦屋歩道橋が併設されています。生活関連経

路としては，上下方向の移動を伴わない横断歩道を設定しますが，広幅員の道路であるため歩

行者などが横断を完了するのに相当の時間を要することから，芦屋歩道橋を生活関連経路Ⅱに

設定する必要性を検討する道路として設定します。  

 

※：図中では，生活関連経路Ⅰを実線，生活関連経路Ⅱ及び生活関連経路Ⅱに設定する必要性

を検討する道路を波線で表示しています。 

また，経路を構成する道路については，歩道単位（片側歩道又は両側歩道）で表示してい

ます。 

P66 【生活関連経路等の設定】 

 

【生活関連経路等の設定】 

 

芦屋市交通バリアフリー基本構想の変更 

新旧対照表 
（下線：変更箇所）



頁 変 更 後 現  行 

P67 

  



頁 変 更 後 現  行 

P83 

 

 


